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窟では，洞窟の入り口に．網を張り，夕方に洞窟  

を出てくる個体，朝方に洞窟に帰ってくる個体  

を捕獲し，網に．かかったコウモリの数，種と性  

別を確認し体重および前腕長を計測して放した。  

後者の洞窟のうち雨務洞，深山洞および中久保  

洞では9月，10月および11月と時期を変えて同  

様の調査を行った。  

結果および考察  

1．白ケ岳東洞  上浮穴郡小田町日野川   

1997年9月11日に入洞した時には10頭，11   

月8日に入洞した時には11頭のコキクガシラ   

コウモリ月た£花OgqpんαSCO′乃弘左αぶが確認され   

た。石川〔1954）はコキクガシラコウモリと   

キクガシラコウモリ 月九玩ogcpゐulぶ／err祝me一   

御ぬ肌を記録しているが，場所は日野川と   

しか記録していないので， 白ケ岳東洞か西洞   

かまたは小田町洞かは分からない。また，吉   

行（1976）およびYoshiuki（1989）はキクガ   

シラコウモリを記録しているが，場所ほ白ケ   

岳洞とだけあるので，東洞か西洞かは分から   

ない。  

2‖ 白ケ岳西洞  上浮穴郡小田町日野川   

1997年9月10日に入洞した時には10頭のキ  

は じ め に   

愛媛県における巽手類についての調査は1950  

～1980年にかけて分布，内部寄生虫および核型  

の研究がおこなわれた。種の分布に関しては石  

川（1954），今泉（1960），森川（1960），Adeetal．，  

（1970），苦行（1974，1976），Maeda（1978）およ  

びYoshiyuki（1989）があり，内部寄生虫に関し  

てはSawada（1968，1982，1983），沢田（1976，  

1981），沢田・片谷（1977），Kagei＆Sawada  

（1977）およびKifune＆Sawada（1980）があり，  

核塾に関してほ内田・安藤（1972）がある。そしてこ  

れらの分布記録として森井（1992）がまとめた。そ  

の後，愛琴県内の巽芋類について∴の調査報告ほない。   

筆者らは1997年9～12月にかけて，愛媛県の四  

国カルス一周辺の洞窟に生息する巽手額を調査  

した。そこでこの地域の現在の巽手塀の状況と  

新しい知見について報告する。  

調査地域および方法   

今回，調査したのは，愛媛県上浮穴郡小田町  

と柳谷村を中心とする13洞窟（図11～13）と  

最近著者の一人山内が入洞した4洞窟（図1①  

～④）である。入洞可能な洞窟では，肉眼でコ  

ウモリの種および数を調べた。入洞の困難な洞  
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7雨霧洞  上浮穴郡小田町小田深山   

1997年10月10日に入り口に網をしかけて－，   

約200頭のコキクガシラコウモリ，約30頭の   

キクカ∵ンラコウモリおよび紛10頭のモモジロ   

コウキリを確認した。12月10日に入洞したと   

きには4頭のコキクガシラコウモリを確認し   

た。苦行（1976）ほキクガシラコウモリを，   

Yoshiyuki（1989）ほキクガシラコウモリと   

コキクガシラコウモリを記録している。モモ   

ジロコウモリほ今回の記録が初めてである。  

8，龍王さんの穴  上浮穴郡小田町天神下  

過去にほこの洞窟での記録はない。1997年  

11月8日に．入洞した時には約200頭のコキク   

ガシラコウモリと5頭のモモジロコウモリを   

確認した。  

9．南山洞  上浮穴郡小田町南山  

過去にほこの洞窟での記録はない。1997年  

10月5日に入洞した時にほ約100頭のコキク   

ガシラコウモリと約20頭のキクガシラコウモ  

リを確認した。11月8日に入洞した時にはコ   

ウモリの生息は確認できなかった。  

10… 日浦洞  上浮穴郡柳谷村中津   

1997年11月9日に入洞した時には5頭のキ   

クガシラコウモリを確認した。沢田・片谷   

（1977）もキクガシラコウモリを記録してお   

り，膏行（1974）およびYoshiyuki（1989）   

はその上にモモジロコウモリとクロホウヒゲ   

コウモリA4γ0とよ叩r王血08弘ぶを記録している。  

11．山神洞  上浮穴郡柳谷村中津  

過去にはこの洞窟での記録はない。1997年  

10月15日に入り口に網をかけ，10頭のコキク   

ガシラコウモリを確認した。  

12… 中久保洞  上浮穴郡柳谷村  

過去にほこの洞窟での記録はない。1997年  

10月7日に入り口に網をかけ，約30頭のコキ  

クガシラコウモリ，約30頭のキクガシラコウモ  

リ，約200頭のモモジロコウモリ，2頭のノ   

レンコウモリ凡才γ0£is花α比ereriおよび10頭の   

テソグコウモリを確認した。ノレンコウモリ   

とテンダコウモリほ9月15日には確認できな   

かった。テンダコウモリはすべて雄であった。   

ノレンコウモリほ愛媛県でほ今までに石槌山  

クガシラコウモリと約50頭のコキクガシラコ   

ウモリを，11月8日に入洞した時にほ1頭の   

キクガシラコウモリを確認した。  

3．小田町洞  上浮穴郡小田町日野川   

1997年11月10日に入洞した時にほキクガシ   

ラコウモリ約10頭とエビナガコウモリル紘扇一   

叩£e′・弘S／弘昆gi花0β弘Sの群塊（5，000頭以上）   

を確認した。Sawada（1968），および沢田  

（1976）もこの2種が約10，000頭生息してい   

ることを記録している。  

4．廻り淵洞  上浮穴郡小田町小田深山   

過去にはこの洞窟でのコウモリの記録はな   

い。1997年10月14日に入り口に網をしかけ20   

頭のコキクガシラコウモリ，5頭のキクガシ   

ラコウモリおよび10頭のモモジロコウモリ  

〟γ0とi二smαCrO（ぬc亡γ′以Sを確認した。  

5‖ 淵首洞（仮称） 上浮穴郡小田町小田深山   

1997年12月10日に新しく発見された洞窟で   

ある。入洞してキクガシラコウモリ1頭を確   

認した。  

6い 深山洞  上浮穴郡小田町小田深山   

過去に．ほこの洞窟での記録はない。1997年  

10月9日に入り口に網をしかけて，約30頭の   

コキクガシラコウモリ，約30頭のキクガシラ   

コウモリ，約30頭のモモジロコウキリ，3頭  

のテンダコウモリルれ〝・i花αge弘COgαgねJおよび   

2頭のウサギコウモリPJeco£αぶα弘rよ£乙娼を確  

認した。11月8日に入洞した時には3頭のコ   

キクガシラコウモリと23頭のキクガシラコウ   

モリを確認した。12月10日に．入洞した時に．は，  

耳をたたんで冬眠しているウサギコウモリを  

1頭確認した。9月10日にはテンダコウモリ   

とウサギコウモリほ確認できなかった。これ   

ほ，季節によって棲む場所を変えているため   

でほないかと思われる。テンダコウモリは過  

去にほ羅漢穴〔沢田，1976；Sawada1983；  

Yoshiyuki，1989）と柳谷村（Yoshiyuki，19  

89）で記録されている。ウサギコウモリは愛  

媛県では今までに面河村（Abe et al，1970；  

Yoshiyuki，1989）でしか記録されていない。  

テソグコウモリとウサギコウモリの愛媛県で  

の新しい生息場所として特記しておく。  
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ユビナガコウモリの生息は確認できなかった。  

これはユビナガコウモリが狭異型でスピードの  

ある飛び方をすることと関連しているかもしれ  

ない。   

過去に．愛媛県で記録のある希少種のクロホウ  

ヒゲコウモリ，オヒキコウモリ7bdα′さdαよ花ざ£－  

g7乙Zぶ，モリアプラコウモリPわiざ£regg比ぶe几doi，  

チチブコウモリβαrむαぶとeggαge弘CO〝teJαS，ヒナ  

コウモリVe5pe′孟よ∠よ0β呼er′肌ぶ，コテングコウ  

モリおよびヤマコウモリⅣγC己αJぴαU乙α紬rは確  

認できなかった。   

愛媛県内には100を超える鍾乳洞がある。こ  

れらを調査することによってさらに新しい生息  

場所が加えられるものと思われる。   

交通網の整備のために．，この地域も道路の拡  

幅工事が計画されている。今回調査した洞窟の  

数カ所はこの工事の影響が考えられる。貴重な  

動物が今後も生息可能な方向で検討してほしい  

ものである。  

家屋  上浮穴郡小田町本川   

今までに小田町でのアブラコウモリ鞄iぶとreJgα5  

αあ′αmぴβの記録はなかったが，1996年12月10日  

に民家（標高200m）で1頭描獲された。  

摘  要   

愛媛県内17ケ所の洞窟等に生息するコウモリ  

を調査し，キクガシラコウモリ，コキクガシラ  

コウモリ，ユビナガコウモリ，テングコウ・モリ，  

ウサギコウモリ，ノレソコウモリ，モモジロコ  

ウモリおよびアブラコウモリの8種を確認した。   

コウモリの新しい生息場所として，廻り淵洞，  

淵首洞（仮称），深山洞，龍王さんの穴，南山  

洞，山神洞，中久保洞，小羅漢穴および穴神洞  

の9ケ所が明らかとなった。   

このうち，テンダコウモリは深山洞および中  

久保洞で，ノレソコウモリは中久保洞で，また  

ウサギコウモリほ深山洞および黒岩洞で，それ  

ぞれ愛媛県での新たな生息場所として確認でき  

た。   

街中に多く生息しているアブラコウモリが標  

高200mの小田町で初めて確認された。  

（Abeetal．，1970）で記録されているだけであ   

る。テングコウモリとノレンコウモリの愛媛   

県での新しい生息場所として特記しておく。  

13．羅漢穴  東宇和郡野村町大久保   

1997年10月8日に．入洞した時にほ約200頭   

のコキクガ・ンラコウモリ，約50頭のキクガシ   

ラコウモリ，約50頭のモモジロコウモリおよ   

び約500頭のユビナガコウモリを確認した。   

コキクガシラコウモリ，キクガシラコウモリ   

およびユ・ビナガコウモリは多くの研究者によ   

って確認されている。モモジロコウモリは今   

回初めて確認された。沢田（1976），Sawada  

（1983）およびYosiyuki（1989）はここで，テン   

ダコウモリを記録している。沢田（1976）はコ   

テソグコウモリ肋r£花α弘SS弘rまe7乙SgSも記録し   

ている。   

① 黒岩洞  上浮穴郡美川村堤  

最近の入洞でコキクガシラコウモリ，キ  

クガ、ンラコウモリおよびウサギコウモリを   

確認した。吉行「1976）およびYoshiyuki（19  

89）はキクガシラコウモリを，Maeda（1978）  

ほユビナガコウモリを記録して－いる。ウサ  

ギコウモリの愛媛県での新しい生息場所と  

して特記しておく。   

㊥ 小羅漢穴  東宇和郡野村町通  

過去にはこの洞窟での記録はない。最近  

入洞した時に．コキクガシラコウモリを確認  

した。   

㊥ 穴神鍾乳洞 東宇希郡城川町  

過去にはこの洞窟での記録はない。最近  

入洞した時にコキクガシラコウモリを確認  

した。   

④ 穴御前  東宇和郡吉田町法筆津  

最近入洞した時にモモジロコウモリとユ  

ビナガコウモリを確認した。石川（1954）ほ   

エビナガコウモリを，今泉（1960）はコキク   

ガシラコウモリを記録しており，Yoshiyuki   

（1989）ほコキクガシラコウモリ，キクガシ  

ラコウモリおよびユビナガコウモリを記録  

している。  

今回の調査からみて，入り口の狭い洞窟では，  
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匠＝．．四国カルスト周辺（愛媛県内）の調査地点   
1い白ケ岳東洞 2．．白ケ岳西洞 3い小田町洞 4・廻り淵洞 5い淵首洞   
6‖深山洞 7雨霧洞 8龍壬さんの穴 9・南山洞10い日浦洞11い山神洞   

12り中久保洞13い羅漢穴 ①黒岩洞 ⑧小羅漢穴 ⑨穴神鍾乳洞 ④穴御前  
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沢田勇い1976．．条虫相からみた日本産キクガ、シ   

ラコウモリ科コウ・モリの分布に関する2，3   

の知見．動雑．85：140－155．  

－．1981．コウモリと条虫い 遺伝35（9）：   

69－74．．  

Sawada，Ⅰ．1968．Helminthfaunaofbatsin  

Japan．ⅠⅤ．Annot．Zool．Jap．41：9－10．  

∵．．1982．Helminth fauna of batsin  

Japan．XXV．Annot．．Zool．Jap．．55（1）：26r   

31．  

∵…1983．Helminth fauna of batsin  

JapaJl〟ⅩⅩⅠⅩ”Annol〟ZoolりJapり56（3）：209   
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沢田勇・片谷直隠．1977．四国カルストに生息   

するキクガシラコウモリ科コウモリの内部寄   

生虫相．．奈良教育大学紀要（自然科学）26：   

5－11．  

内田照章・安藤光一L．1972．男手類における核   

型分析．1．．βα′わαS£eggαZe弘CO〝legαS   

dαrメegよr喀e花台£sチチブコウモリの核型とその   

系統的位置づけ．．九大農学芸誌い 26（14）：   

393－398．  

吉行瑞子い1974．四国で初めて採集されたクP   

ホウヒゲコウモリ几わ0と£spr弘i花OS弘S   

Yoshiyuki，1971に・V？いてl・JapanCaving6   

：43－45．  
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